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ニ　ウ h　ン傳（6）
山本一清
　かのジョン・A“iルヌーリ（John　Bernoulli）ミライブニツ（Leibnitz）ミが提出
したε傳へられる諸問題をニウbンが構いナここNSは，彼れの撒學研究の業
蹟の中でも特記すべきものである．帥ち，こεの起りは，1696年六月にペル
ヌーリが全ヨーロッパの敷學家ナこちに宛てナこ一書状を公けにし，（1）同一の
鉛直線上にあらざる二つの與へられたる鮎の問の短時曲線（blachistOchro－
ne）を求むる二ε，及び（2）一定馳を通過する一直線が照る曲線ε二貼P1及
びP2に於いて交はるεし，常にAI）1m十AP2mが一定量なる如き曲線を求む
るこミーξいふ此の二野題の解答を促がしたのに始まる．此の問題は最
初Acta　Lipsiens｛a誌の1696年六月號に登表され，ベルヌーリは此の解答に
6ケ月の期限を與へ，若し此の6ケ月の後に誰も解答を獲る者が無ければ，
ベルヌーリは自己の解法を公表する旨を約束した．εころが，誰からも解
答は來ないうちに，6ケ月は纏過したが，たまナこま，ラ1ブニツはベルヌー
リに手紙を迭って，『此等の問題の最も困難な錨を切り開きましtこから，解
答の期限を，せめて，痴るクリスマスの日まで延期して貰ひナこい』E要求
しなほ，『フランスやイタリアの藪學者ナこちも，其のうちには必ず解答を寄
せませう』ミ附言した．そこで，ベルヌーリは此の注告を受け入れ，Acta
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：Lipsiensia誌を見ない二二からの通信を待つこミεしナこ．
　1696－7年一月29日置，ニウトンは此等の問題の載ってみる印刷物を2部
だけフランスから途られたが，其の翌日，彼れは其の解答を，當時のロー
ヤル學會長モンターグ（Montague）に二つた．＝ウトンは，第1問題の解答
ミしての曲線がサイクロイド（Cycloid）でなければならないミ謹明し，其の
算出方法を書き加へk．彼れは晶晶2問題をも解き，爾ほ，同じ方法で，
同様な性質の三部分以上にも分ナこれる曲線があるこεをも謹明した．ライ
プニツや，ロピタール（：L，H6pital）侯爵からの解答も皆ベルヌーリへ途られ
た．ニウトンの解答は匿名で迭られナこのであっナこけれさ，流石に，ベルヌ
ーリは其の筆者を観乱した．
　1699年，撒學者及び物理學者ミしてのニウトンの地位が，フランスのア
カデミイ（Academy）にも認められた．其の年，佛國アカデミイが改造され
三二人8回忌三友（associate）SするこざNなり，ラaブニツ，グリエルミニ
（Domenics　Guglielmini，1655－1710），ハルトスーカー（Hartsoeker），チルン
バゥゼン（E．W．　Tschirnhausen）等は二二月4日に三友に劇ナられ，ゼームス・
ベルヌーリ，ジョン・N’ルヌーリの爾人は二月14日に，ニウトンεレーメ
ル（Olaus　Roemer）Sは二月21日に會友に纂けられtc．
　ニウトンが造幣官であっfe間，彼はやはりケンブリヂ大學の数學の教授
を粂ねてるナこけれさ，實際，大學での講義はしなかった．其の後，いよいよ
造幣局長に任ぜらるNや，彼はホ井ストン（Whiston）に旧記教授の地位ε
全報酬ミを譲つナこ．ネ井ストンは，1701年一月から，ニウトンの代理ミし
て天文學の講義を始め，同じi701年十二月10日にニウトンは教授たるこざ
を辞し，爾ほ1叉，1675年忌來，王命により．リウカス教授職S共に持って
るた5リニティ學院フェローたる地位をも譜した．そして，ホヰストンを
して，ニウトンに糧いでリウカス講座を持たせるこεにニウ5ン自ら霊力
し成功しナこ．
　1701年十一月26日に，ニウトンは大義から鳥山に選出の代議士Sして二
二せられたが，彼れは翌年七月の議會解散期まで此の議席を持ってるたに
止まり，次ぎの選畢には候補者ミならなかっナこらしい、しかるに，次ぎに
1705年の解散の際，彼はまた大學からの候補者εなつk．此の時，土地の
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人々からは熱心に援助せられttけれE“，彼れはホヰグ（Whig）黛であった
がため，寄留民一同からの孤山に會ひ，三山決で二選しナこ．
　1703年の秋，ソv一ズ卿（：Lord　Somers）がローヤル學會の弓長を退いた
ので，同年十一月30日にニウトンが其の後糠者t一して推畢せられナこ．其の
後，死の日に至るまで，ニウトンは毎年の改選期に常に此の名帳ある地位
に急げられ，此れに在職するこε實に前後25年間にわ三つナこが，此の三遍
の會長NSして此れ以上長く在職しt人は，ほかに，サー・ジョセブ・バンク
ス（Sir　Joseph　Banks）あるのみであっナこ．學會の會長εして，ニウbンは
デンマルク國の皇婿ジョージ（Prince　George）公霊親しく交はつナこ．此の
ジョージ公はさきにローヤル學會の會員（：Fellow）に空けられた入であるが，
ニウトンの薦めにより，フラムスチード（Flamsteed）の天文観測結果（殊に
其の恒星目録）を出版する費用を提供しやうε申し出ナこ．之れに就いては
背徳をして深く感激せしめた女皇の熱心が有力であったのは言ふまでも無
い．1705年四月，女皇ε皇婿ε宮内官ナこちがニウマ二一eb（Newmarket）の
別邸に滞在せられた頃，彼等は一日ケンブリヂ大學を訪問せられ，時の5
リニテイ學院長ベントレイ（Bentley）博士の賓客εなられた．女皇陛下が
Regent　Houseへ臨幸された時は，セネーb（senate）の會合が催され，藪
かすの名讐學位が授與された．其の後，女皇はFリニテイ・ロヂ（Trinity
：Lodge）で（1705年四月16日に）公會を催ほし，陛下は自らサー・アィザーク・
ニウトンにknighthoodの名字を附溶しナこ．
　ニゥトンは，さきに，「プリンシビア」の第一版が登行せられるや否や，
すぐ忌垣の第二版を出す準備をした．彼は月や諸遊星の蓮動の理論に若干
の増補をして，此の書を改訂しやうε苦心した。ニゥトンεコーツ（Cotes）
Sの書信の緒言の中にエドレストン（Edleston）富士が記してみる所によれ
ば：一
『勅任天文博士フラムスチードが，若し禮厚くニウトンε交はり，謙遜な
る観測者εして＝一ウトンの忠言ε要求Sに鷹じたのであったならば，月の
蓮動理論は，自然界が自ら其の法則を破らない限り，1695年初めには，ニ
ウトンの手によって完全に研究せられナこ筈であって，二って「プリンシビ
ア」の第二版は永く時日を要しないで出來上ったであらう．』
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　しかるに，ニウトンはフラムスチードから必要な報告を得るこεが出來
なかったし，叉，1696年の春以來は造幣局の業務が多忙であっfc，しかし
世間では既にニウトンの新著ε其の新版については，いろいろε評雫町にな
ってゐナこ．1700年二月目，ライプニツがニウトンの事に關して次の如く書
いてみる：一
『自分が（S“こからミも無く）聞く所によれば，ニウFンは月の蓮動論に關
して爾ほ回る研究を獲表するらしく，叉，「プリンシビア」の新版も丁子さ
れるらしい』
　トリニテ6學院長ベントレイ博士は，ニウトンが「プリンシビア」を再版
するやう承諾させやうεして永い間蓋力した．1708年の中頃になって，漸
くニウトンが之れを承諾しナこが，倫ほ1709年の春になって，始めてニウト
ンは此の事業をロージア・コーツ（Roger　Cotes）に委ねるこεにしナこ．此の
コーツミいふ人は未だ若年ながら，二丁有望の人εして，トリニティ學院
のフェローに推され，叉，最近，天文學及び實験物理學の新設プリゥミァ
ン講座の初回の教授に任命された人である．1709年五月21日に，’“’ン5レ
イはニウトンミ會合しナこ後，コーツに：次の如く通告しナこ：一
『サー・アaザーク・ニウトン氏は來る六月に貴君ε會ひ，新版印刷のため
修補されナこ著書の一部を其の時御渡しする筈です．
　同年七月の中頃，コーツは「プリンシビア」の修補原稿をクンブリヂへ持
参するつもりでロンドンへ行った．そして，早く此の仕事を始めたいS，
コーツは待つもうけナこけれさ・，殆んさ九月の末になって始めて原稿が彼れ
の手に入った．
　此の新版の印刷中，ニウトンSコーツミの間には絶えず手紙の往復があ
っナこ．1713年三月31日，新版が殆ん首登行される日に近かつf頃，ニウト
ンがコーツに邊つた手紙に認れば，
『小生が聞く所によれば，ベルヌーリ氏は近頃Acta　Leipsica誌に40ペー
ジもある一論文を迭り，小生がかつて書いた「抵抗物質中に於ける投射物
罷の書く曲線」について論じてみるやうですが，其の中に，小生が書いナこ
事に關して實験を試み，叉，或る修正をやってみるそうです．それで，小
生は今までに屍落しナこ事や書きもらしte事について彼れ及び他の人々から
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批難を受けるのを避けるナこめ，こんさの新版の，Praefatio　ad　Lectoremの
次ぎに，下の文を附加するのが好いこ思ひます．
　　　　　　　　　　「（中　略）」
若し貴君が爾ほよけいな緒言を御書き下さっても，小生は其れをi鐸塾する
こミは千万ません，のに拘らす，其れについて世間から色々ミ批評を受け
なければなりません，1680年及び1681年の彗星に關するカットは印刷が終
りましたから，今週中に，使ひに持ナこせて，ペン1・レイ博士の手許まで迭
ります．』
　ニウトンが，誰にも序文を書いて貰ひたくないミ希望する理由は，コー
ツがfluxion論の襲明に關する論雫について，何か一文を書かうε思って
みるこミを知ったからであっt．逡に，1713年の夏の中頃に，永らく期待
されてるナこ「プリンシビア」第二版が登行され，同年七月27日には，ニウト
ンが此の新版一部を女皇に献上しナニ．
　海上に於いて経度を知る問題は，幾年かの間，大いに重要なものS思は
れてるナこが，1714年に至り，遽に國早船や商船の船長たち，及びロンドン
の商入tちから，衆議院へ請願書を提出しtので，角々此れは多くの入の
注意を惹くに至った．此の請願書は議院の或る委員會に附せられ，ニウト
ンは委員會に於いて其の意見を述べた．ニウトンの言に縁れば，海上に予
て経度を決定する方法は既にいろいろ提案されては居るが，皆其れ等は，
理論は好くても，難行の困難なものであった．即ち，彼は四つ方法を述べ
たが，（1）時計によって精密に時刻を維持するこミ，（2）木星の衛星の蝕を
観測するこε，（3）月の位置の観測，（4）デaトン（Ditton）氏の提案しナこ新
方法である．ニウトンは此等の方法を皆批評し，平等の弱鮎を空けた．其
の結果，委員會は議院へ報告書を出し，其の後，躍れが一つの議案ミなっ
て提出され爾院を通過し王の認許をも得た．此の報告によれば，『本委員會
の意見εしては，経度測定の有力なる早行方法を案出した人に賞金を贈る
こ〉一Nし，但し其の賞金額は此の方法の到蓬し得る精密度に比例して定む
べしε，議會に於いて決せられたし』曹いふのであった．
　ニウトンは屡々ジョージeg一一世王の宮廷へ参殿し，叉，皇太子妃（カロ
リン女…EQueen　Caroline　Sして，後にジョージ第二世王の妃εなった人）
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ε度々面謁しナここEがあった。或る日，サー・アイザークが未だケンブリ
ッヂに居た頃新しく年代表（Chronology）を三つkこミがあるε聞かされて
皇太子妃はニウ5ンに其の一部を要請しナこ．そこで，ニウトンは文の要鮎
を書き抜いて，『只，妃殿下御自身が御使用になるkめに』其れを宮中に下
り届けt．しかし，其の後，ニウトンはN其の凹し一部をコンテ催正（Ab－
b6　Conti）にも見せ，「決して他の人々には渡さないやうに」E固く注意しk
εころが，檜正は此の物しを佛國パリーの學者フレレー（Fr6ret）氏に貸し．
フレレー氏は更に其れをフランス語に閉して，潜れを攻撃の材料にしやう
ミしナこ．此の鐸文は「サー・ニウトンの作製しk年代表要項」Sいふ表題で
印刷に附せられナこ．ニウトンは此の印刷本の一部を受け取るや，1725年度
のPhilosophical　Transactions誌に「サー・アイザーク・ニウFンの年代表
（佛繹し，バリで出版されしもの）の批評についての注意」ε題して嚢表し
た．此の文の中に，ニウトンはコンテ僧正が約束を二つナここεを責め，又
フレレーが此の年代表を批難した黒占について見事に三二を試みた．Sころ
が，スシエー師（Father　Souciet）がフレレーのために二二者ミして此の論
箏に仲間入りしたので，こNに，ニウトンは更に大きな一著述を試みるこ
εNなり，「古代王國の修正年代表，三二初代の王紀よりアレキサンダー大
王ペルシヤ遠征に至る小年表附録」εいふ題のものであっfが，之れは，不
幸にして，ニウ1・ンの死後，1728年に嚢表されナこ．
　ニウトンは若年の頃から神學上0）諸研究に大に注意を携ひ，就に1690年
以前，豫丁丁についての研究を始めたこεは可なり世に知られてゐナこ．ビ
オー（Biot）氏は此のニウトンの神階研究が其の門灯の結果であるこεを立
下するミ共に，此等の研究の年を1712年半ら1719年までの間ε決定した．
しかしニウトンの精神が當時，爾ほ健全であったこミは，非常な汐干．ヒの
難問題を解決しナここεによっても謹明される．師ち，1716年に，ライプニ
ツはコンテ信正へ宛てナこ書信の中に，『英國の解剖學者の脈腱を知る目的
のtめに』或る問題の解答を提案したこεがある．此の問題εいふのは即
ち箪一な方程式によって言ひ表はされる一三の曲線群のorthogonal　traject
oriesを求むるこミであった．ニウトンは干る日造幣局から蹄宅した午後五
時頃に此の問題を受け取っtのであるが，彼は業務のため多少疲れてはみ
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たけれさ，其の日のうちに問題を解いて了つナこ．
　サー・アイザークがやった最：も有名な神學研究の産物は「聖書の二つの注
意すべき破損に話する歴史研究」εいふので，回れは一友入に宛てた書信
の中に含まれてある．乱入εいふのは師ちロク（Locke）のこεで，彼れは
滴れを1690年十・一i一月に受け取っナこ．當時，サー・アィザークは之れを公表す
るつもりで苦心してみたのであるが，此の論旨は，三位一二論者の立場を
有利にするこSになりそうであったため，其の結果について大に警戒して
ゐk・故に，ニウトンは當時オランダへ行く筈であっkmクに依頼して，
其の文を佛語に課し，欧洲大陸のさこかで出版して貰はうSしたのである
しかるに，ロクは其の後，オランダへ行けなくなったので，此の文を爲し
取り，ニウトンの名を記入しないで其れをル・クレル（Le　C】erc）に三つt．
ル・クレルは其れを1691年四月11日に受け取ったが，翌1692年になって，
一月20日に彼はロクに手紙を隔り，かのバムフレトをラテン語で出版する
つもりであるミ知らせナこ．そこで此の意をロクはニウトンにi通知しナこここ
ろが，ニウトンは更にロクに依頼して，『あれは取り清しにするつもりです
から，成るべく早く翻課ε印刷εを中」しするやう』申し込んで貰ひナこいこ
言って來た．ロクは其の通り取りはからっt　fO”・’，ル・クレルは其の原稿を
Remonstrants圖書館に煎り．）後其れは．『サー・アィザPtク・ニウトンよリル
クv・・一ル氏に途られた二つの信書』εいふ表題で，1754年にロンドンで出
版せられた．此の印刷版は不完全で，所々に誤りがある．それで，ホース
レイ（Horsley）博士は，ニウトンが自筆で一友人に宛てf手紙の原稿からの
本論の文を後に出版しナこ．
　ニウトンは『ダニエルの豫言書ミセント・ジョンの高弟録の研究』Eいふ
著述を，原稿のまN，死後に遺したが，其れは1733年に，四つ切り版一冊
Sして，ロンドンで出版された．又，更に「豫言書駐典」xs　eeし，ユダヤ人
の聖尺に關する論文を附録ざしたものは，1737年に出版されナこ．倫ほ，紳
の三明に關する論議を書いてベントVイに贈った手紙四つは．ベントレイ
の甥カンバーランド（Cumberland）1こよつて1756年に出版されtこ．ニウトン
は又，完全な「教會史」，「創造史，アタナシウスに關する難問種々」其の他
多くの宗歎小編を遺しナこ．
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　ニウトンは二六の研究に多くの時を費したが，其の實験研究の大部分は
今山ほ手稿のまNになってみる．彼れの「熱量表」（Tabula　Quantitatum　et
Graduuln　Caloris）ざいふのには氷の融解温度から心火の温度までの比較
表を學げてるる．ニウトンは叉「酸の性質について」（De　Natura　Acidorum）
ミいふ化學論文を書いたが，之れはホースレイが出版した．サー・ア1ザ
ークは叉練金術（alchemy）の研究に多くの時を費した．特に彼はヤコブ・
べ一メGacob　B6hme）の三蹟を研究し，多くの書き抜きや要略を遺しナこ．
若年の頃，サー・アイザークε，グランタムにみる親族のニウトン博士，
（Dr．　Newton）Sは化學熔を作り上ぴ，かの學者の藥品（Philosopher’s　tinct－
Ure）の問題のために幾ケ月を費したこεもある．今，ポーツマス伯　（Ead
of　Portsmouth）の所有になってみるニウトン手記の中に，フラムスチード
の「象形文字の解繹」（Explication　of　Hieroglyphic　Figures）なるものがあり，
叉，井リアム・イラーース（William　Yworth）の「學者の魔術法」（Processus　M－
ysterii　Magii　Philosophicus）Sいふものもある．
　ニウトンの晩年，彼は尿の病氣に苦しめられた．之れは腎臓癌によるも
のε想像されてるるが，よほさ言意して，彼れは此の病氣に堪へてるた．
1725年一t月に，彼は激しい咳こ肺炎εに冒され，止むなくケンシンFン
（Kensington）に移った．翌月，彼は激しい痛風1こかxり，ために一般の
健康が可なり好く回復した．叉，造幣局の仕事はジョン・コンデュaV，
（John　Conduitt）によって代理されたため，彼れは殆ん画家の外へ出るこε
は無くなつf，1727年二月28日に，大憂応分が好いので，ローヤル學會の
座長をっεめるfcめロンドンへ行つナこが，此の日の疲勢によって，彼れの
病氣が盛り返し，三月4日にクンシンDへ託った時には，ミPtド（Mead）
及びチエセルデン（Chesselde1D爾瓦師は病氣が癌であるミ宣告しテこ．ニウ
トンは非常に忍耐して其の三門ミ戦っナこ．三El15日には多少好くなって，
18日には新聞を見kり，ミード馨師ε話しをしたりしナこが，其の日の夕刻
6時に無感毘ミなり，其のまN，三月20日に至り，朝一時ε二時εの間に
苦痛なしに息を引き取っナこ．其の遺骸はロンドンに移され，三月28日には
ジエルサvム堂（Jerusalem　Chamber）1こ安置され，其れからエストミンス
ター堂（Westminster　Abbey）1こ移されて，埋葬された．（終）
（此の稿は主霊してEncyclopaedia：Britannica，11th　ed，に縁った・一山本）
317???????↓?
　　　　　　　　太　陽　轟駐　の　渦　答
この篇眞【tHale教授が太陽から趨る光のうちH¢　S言ふ光でSつ7こ爲
眞ですが，H．　it7k素の出す線でありますから，　これt：よって水素の蒸
氣が太陽表面上如何に分布されてるるかを見るこミが出來ます・これに
よれば太陽黒騙の上で、渦春蓮動が旺んに起ってるるのがわかります・
